
関心事を優先「大正自由主義教育」実践

諏訪寒水会

削
鋤
鍋
8
月
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

港
湾
思
庵
凰

諏
訪
市
四
賀
出
身
の
教
育
者
、
伊
藤
長
七
（
1
8
7
7
～
1
9
3
0
年
）
を

研
究
す
る
「
諏
訪
寒
水
会
」
は
8
月
6
日
、
「
伊
藤
長
七
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
諏

訪
」
を
同
市
の
諏
訪
教
育
会
館
で
開
く
。
長
七
を
テ
ー
羊
に
し
た
講
談
や
詩
吟
、

講
演
会
な
ど
を
計
画
。
子
ど
も
の
関
心
を
優
先
し
た
自
由
で
伸
び
や
か
な
「
大

正
自
由
主
義
教
育
」
を
実
践
し
た
長
七
を
知
る
機
会
に
す
る
。
（
小
尾
口
有
二
）

「
伊
藤
長
七
フ
ォ
ー
フ
ム
ー
n
諏
訪
」
の
概

要
の
報
告
が
あ
っ
た
諏
訪
暴
水
会
の
勉
強
会

伊
藤
長
七
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
通
算

3
回
目
。
初
回
は
2
0
0
7
年
に

県
立
歴
史
館
（
千
曲
市
）
で
、
第
2
回

は
1
9
年
に
東
洋
大
学
（
東
京
）
で
開

か
れ
た
。
今
回
は
諏
訪
寒
水
会
発

足
5
周
年
記
念
と
し
て
初
め
て
諏

訪
で
企
画
。
以
前
か
ら
出
身
地
の
諏

訪
で
開
い
て
ほ
し
い
と
の
声
が
関

係
者
の
中
か
ら
出
て
い
た
と
い
う
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
午
後
1
時
か
ら
。

2
部
構
成
で
、
ュ
部
は
講
談
師
の

田
辺
鶴
遊
さ
ん
が
「
伊
藤
長
七
物

語
」
と
題
し
て
講
談
を
披
露
す
る
。

諏
訪
岳
風
会
も
長
七
に
関
す
る
詩

吟
を
発
表
す
る
。

2
部
は
諏
訪
寒
水
会
の
河
西
敏

夫
副
会
長
が
長
七
の
代
表
的
な
著

書
「
現
代
教
育
観
」
を
紹
介
す
る
。

長
七
の
孫
の
伊
藤
ひ
ろ
子
さ
ん
が

長
七
の
手
紙
な
ど
を
解
説
。
東
京

都
小
石
川
中
等
教
育
学
校
の
元
校

長
、
栗
原
監
事
さ
ん
が
「
子
ど

も
た
ち
の
未
来
と
学
び
の
創
造
～

伊
藤
長
七
の
思
想
と
学
校
づ
く
り

～
」
と
題
し
て
講
演
す
る
。

長
七
は
小
中
連
携
、
早
期
の
英

語
教
育
、
女
子
教
育
の
推
進
な
ど

を
主
張
し
、
軍
国
主
義
教
育
の
反

対
も
訴
え
た
。
東
京
府
立
第
五
中

学
校
（
現
小
石
川
中
等
教
育
学
校
）

の
初
代
校
長
。
村
岡
花
子
や
柳
原

白
蓮
、
木
村
岳
風
ら
を
教
え
、
夏

ら
幅
広
い
人
物
と
親
交
が
あ
っ
た
。

諏
訪
寒
水
会
は
長
七
を
研
究
し
て

い
る
東
京
寒
水
会
か
ら
、
出
身
地

の
諏
訪
地
方
に
支
部
設
立
を
求
め

る
声
を
受
け
て
1
9
年
に
発
足
。

月
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
。

1
6
日
夜
の
勉
強
会
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。
諏

寒
水
会
の
渡
連
文
雄
会
長
は
「

七
は
幅
広
い
人
脈
を
通
し
て
い
ろ

ん
な
こ
と
を
吸
収
し
た
偉
大
な
人

物
。
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
教
育
面
だ
け
で
な
く
生
き
方
に

つ
い
て
も
学
ぶ
意
義
が
あ
る
の
で

は
」
と
話
し
て
い
る
。

参
加
費
1
0
0
0
円
。
定
員
は
先

着
1
0
0
人
。
申
し
込
み
が
必
要
。

申
し
込
み
は
渡
追
会
長
（
電
話
0
9

0
・
5
5
4
2
・
5
2
4
2
）
へ
。


